
平成２８年度博物館資料状況　（H28.4.1～H29.3.31）

特別利用　　          　計 10  件 202 点

資料名 数量 利用の方法･目的 申請者 許可日 特別利用料

1 鉄道模型 10 撮影し特別展のチラシ・ポスターに掲載 愛媛県歴史文化博物館 H28.4.7 公共法人 非営利 ― チラシ・ポスターへの掲載中止

2 鉄道模型 2 撮影し特別展のチラシ・ポスターに掲載 愛媛県歴史文化博物館 H28.4.22 公共法人 非営利 ― チラシ・ポスターへの掲載中止

3 電話機 13 映像撮影しニュース番組で放映 （株）愛媛朝日テレビ H28.4.30 株式会社 営利
科学技術史に関する教育、学術上の調査研究又
は啓発のため減免　(博物館管理規則第6条1項） 確認済 特集企画番組で放送有

4 画像（珪線石　猫山鉱山産） 1 報道発表資料、学会ＨＰ、学会Ｎｅｗｓに掲載 （社）日本地質学会 H28.5.8 社団法人 非営利 ― 確認済 日本地質学会ＨＰに掲載有

5 画像（高機） 1 刊行物「ビジュアル江戸三百藩39号」に掲載 （株）天夢人 H28.5.25 株式会社 営利
産業史に関する教育、学術上の調査研究又は啓
発のため減免　(博物館管理規則第6条1項） 確認済 刊行物「江戸三百藩39号」の提出有

6
画像（坊っちゃん列車レプリカ・別子銅山鉄道
５インチクラウス）

2 刊行物「蒸気機関車ＥＸ Vol.25」に掲載 せんろ商会 H28.5.25 団体 営利
産業史に関する教育、学術上の調査研究又は啓
発のため減免　(博物館管理規則第6条1項） 確認済 刊行物「蒸気機関車ＥＸ Vol.25」の提出有

7 画像（輝安鉱） 1 新聞記事「日本地質学会選定“県の石”」に掲載 （株）読売新聞 松山支局 H28.6.4 株式会社 営利
自然史に関する教育、学術上の調査研究又は啓
発のため減免　(博物館管理規則第6条1項） 確認済 新聞記事に掲載有

8
画像（エクロジャイト・イノセラムス・ワジメンシ
ス）

2 研究大会冊子表紙に掲載 中国四国中学校理科教育研究会 H28.8.3 団体 非営利 ― 確認済 理科教育研究会愛媛大会冊子に掲載有

9 植物標本（余吾一角氏採集愛媛県産水草類） 100 閲覧・撮影し研究成果を刊行物に掲載 個人 H28.8.8 個人 非営利 ― 確認済 刊行物「エヒメアヤメ」の提出有

10 植物標本 70 閲覧・撮影し研究成果を刊行物に掲載 大阪市立自然史博物館 H29.2.8 公共法人 非営利 ― 平成29年夏頃刊行予定

館外貸出　　         　計  8  件 77 点

資料名 数量 貸出し期間及び目的 申請者 許可日

1 鉄道模型 10
Ｈ28.6.23～Ｈ28.9.16

特別展「ＴＲＡＩＮ　ＷＯＲＬＤ！」に展示
愛媛県歴史文化博物館 H28.4.7 検証済

2 コガタスズメバチの巣ほか 43
Ｈ28.6.30～Ｈ28.9.11

特別展「危険生物～悪者たちの真実～」に展示
面河山岳博物館 H28.6.14 検証済

3 化石標本（三葉虫類） 7
Ｈ28.6.25～Ｈ28.7.3

授業（進化について）に使用
四国中央市立三島南中学校 H28.6.17 検証済

4 風洞実験装置 1
Ｈ28.9.7～Ｈ28.9.13

松山空港イベント「空の日」に展示
松山港湾・空港整備事業所 H28.8.10 検証済

5 昆虫標本 4
Ｈ28.9.1～Ｈ28.10.22

展覧会「大ペルーアンデス文明展」に展示
新居浜市総合文化施設指定管理者
あかがねミュージアム運営グループ H28.9.1 検証済

6 風洞実験装置 1
Ｈ28.10.30～Ｈ28.11.30

八幡浜郷土企画展「大空への挑戦」に展示
八幡浜市教育委員会 H28.9.15 検証済

7 鉄道模型 10
Ｈ28.9.17～Ｈ28.10.7

資料返却日延期のため貸出期間延長
愛媛県歴史文化博物館 H28.9.16 検証済

8 鉄隕石 1
Ｈ28.9.17～Ｈ28.10.8

資料返却日延期のため貸出期間延長
NPO法人「紙のまち図書館」

土居図書館
H29.3.5 検証済 宇宙をテーマにしたブックトークの際に、実物の隕石を観察できたことでより興味を喚起することができた。

飛行機が飛ぶ仕組みを紹介するコーナーで展示し、体験できるため子ども達に人気であった。1185人の来場
者があり、飛行機の父・二宮忠八、日本の航空のあゆみについて深く知ってもらうことができた。
準急せと・急行いよ等の鉄道模型を展示することで、懐かしむ方が多かった。入館者数は1万4114人。鉄道
ファンの来場も多く、愛媛の鉄道史に関する教育普及・啓発に効果があったと考えられる。

館外貸出の効果の検証

準急せと・急行いよ等の鉄道模型を展示することで、懐かしむ方が多かった。入館者数は1万4114人。鉄道
ファンの来場も多く、愛媛の鉄道史に関する教育普及・啓発に効果があったと考えられる。

申請区分 成果物の確認

当館から貸し出したハチの巣やヘビの模型などの実物標本や模型資料類は、危険な生物を野外で識別する
ための外見的・生態的特徴を観者に視覚的に伝達するうえで重要な役割を果たした。入館者数6,659人。

実物の化石を観察することで、生徒の反応もよく興味を持って授業に取り組む様子が見られた。

イベントで飛行機が空を飛ぶ仕組みを解説する実験装置として展示された。家族連れの小学生の来場者に人
気で飛ぶ仕組みを実験で分かりやすく理解できるため、教育普及・啓発に効果があったと考えられる。
南米の自然風土を紹介する展示の一環として、ペルー産ヘルクレスオオカブトムシとミイロタテハの標本箱４
箱を展示し、来館者の興味を喚起することができた。


